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情報検索システムAIRによるJICST科学技術文献ファイル(情報工学)の検索

情報検索システムAIRによるJICST科学技術文献ファイル(情報工学)の検索

-　日本語文献データの検索-

二村　祥一,篠原　武,永井　徳仁,入江　啓一.絵島　文碩*

1.はじめに

九州大学大型計算機センター(九大センター)では, 1981年11月より富士通製会話型検索シス

テムFAIRS-Iを用いて和文2次文献情報JICST科学技術文献ファイルの検索サービスを行ってき

Tz[ 1 ]・九大センターでは, INSPECの検索サービスも行っている.これは1979年秋にFAIRS

-Iを用いて開始したが,その後1983年11月から1984年1月にかけて検索システムを九大セン

ターで開発1/TzAIRに置き換えTz[2].これにより,ディスク使用量,検索応答時間,データベー

ス維持などが,飛躍的に改善された.また, AIRのコマンド系はDIALOGやORBTTと比べて特に優

れているわけではないか,利用者の感想ではFAIRS-tより洗練されていると好評である.

今回AIRに日本語処理機能を追加し, JICSTファイルの検索サービスもAIRに切り替えること

にLT=.これにより, INSPECと全く同様にJICSTの検索が可能となっTこ. AIRの日本語処理で

は,富士通製JEF専用ディスプレイ装置に加えて,公衆電話回線経由で使用可能な,いわゆるjors

型漢字端末をサポートしている.

2. JICST科学技術文献ファイル

JICST科学技術文献ファイルは, JICSTが刊行している抄録誌竹科学技術文献速報nの機械可読

版で,周知のようにJICST自身がjorsによってこのファイルのオンライン検索サービスを行ってい

る.本センターでサービスを行っているデータベースは,管理・システム技術編から抜出した情報工

学関係だけを入れている.現在の収録量は,昭和56年度からの分であり,月に1回デ-タの追加を行

っている.この文献ファイルを検索できる者は. JK〕STとの契約により,基本的には九大の利用者だ

けであるが,九大以外の利用者でもセンターにおいて利用することは許されている.

3. AIRによるJICST文献データの検索

AIRを用いてJ ICST文献データを検索する方法について説明する.使用できる端末は富士通のJEP

専用ディスプレイ端末と交換回線で使用可能ないわゆるjors型端末である. JOIS型端末は市販の

ものを求めなくても,日本語表示が可能な′ヾ-ソナルコンピュータに端末エミュレータを作成するこ

とで実現できる[3].使用できるコマンドは表1に示されているものでINSPECの場合と全く同じ

である.異なる点は,検索コマンド(FIND,AND,OR,NOT)のオペランドのキーワードや属性値

がローマ字→カナ変換されることである.ローマ字→カナ変換には九大センターのライブラリRKHKN

[4]を使用している.まfzINSPECとJICSTJでは項目の種類,名前が異なっている.麦2は

J工CSTJの項目の一覧である.
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解　　　　　説

使用例の説明の前にAIRで用いるローマ字-カナ変換について触れておく.利用者の入力コマンド

のうら検索コマンド(FIND,AND,OR,NOT)のオペランドのキーワードや属性値(著者名や雑誌

名など)は次の規則に従って変換される.

i)ローマ字は訓令式,日本式,ヘボン式いずれを用いても混在してもよい. (ZYOUHOU-JOUHOU)

ii)小さいカナはすべて大きいカナに変換する. (HATTEN→バツテン)

iii)擬音(ン)の表現は　N　と母音の間をハイフン(-)で区切る. (NIN-I一二ンイ)

iv)ダブルクォートで囲んだものは変換しない. (mAHO　→AHO)

V)変換は分ち書きされT=語単位で行い,ローマ字でないものは変換しない. ( RONRIGATA

PROGRAM→ロンリガタ　PROGRAM)

(ii)の規則により通常ローマ字では入力できないカナ文字も入力できる.たとえば,エディタは正規

のロ」マ字では表記できないがィをイとするのでEDEITAで入力することができる.
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表1. AIRのコマンド

表2. JICSTJの項目
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解　　　　説

4.使用例

次の使用例では下線部が利用者の入力である.

(1)　　LOGON TSS F9999/ハ○スつ一卜、、

(2)

(3)

くく)

KDS70COl王　F9999　　　LAST ACCESS AT　‥.

READY

且と旦
AVA工LABLE DATABASECS)

工NSPECA　　　　エNSPECB INSPECC　　　　　工CSTJ

SELECT DATABASE (OR TYPE　′'END′' TO EXIT AIR): JICSTJ

.LOOK DATABASE

DATABASE REMARKS

JエCSTJ　く工NFORMAT工ON TECHNOLOGY)　　　　　　　　　　　57′708　RECORDS (1981- )

THE J工CST-J DATA BASE CONSISTS OF SECONDARY RECORDS FROM JOURNAL

ARTICLES′　TECHNICAL REPORTS′　CONFERENCE PROCEEDエNGS′　BOOKS AND

THESE IN THE FIELD OF　エNFORMAT工ON TECHNOLOGY.　EACH RECORD　工NCLUDES

TITLE′　AUTHORS′　ABSTRACT′　工NDEX工NG′　AND THE OTHERS　工N JAPANESE.

CURRENTLY THIS DATA BASE　王S EXPECTEO TO GROW AT THE RATE OF SOME

15′000　工TEMS PER YEAR.
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(ll)　.f JOUHOUKENSAK〕?

'蝣ISA　と　琶ud巨VF&HgVFj

l　=　V、、ヨウホウケコックわンリ
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解　　　　説

を設定し,モデルを評価した。結論として,明らかに不良なモデルを除くと,各
モデルの絶対評価は困難であることを示すにすぎない
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情報検索システムAIRによるJICST科学技術文献ファイル(情報工学)の検索

(22)　.D SY(K)

7: C IR事DB

(23>　.END

READY

(24　　　LOGOFF

RETURN CODE : OOOO

KEQ56ん70工　F9999　LOGGED OFF AT　‥.

(1) TSSのセションを開設する.

(2) AIRコマンドを用いてAIRシステムを起動する.データベース名を省略するとシステムが利用

可能なデータベース名を一覧表示するのでその中から検索しT=いデータベースを選択する.

(3) AIRの初期設定が終了すると端末に　　' (ピリオド)が表示されAIRのコマンドが入力可

能になる. LOOKコマンドを用いてJICSTJデータベースの説明を表示する. JICSTJには,現

在57,708件の文献があることがわかる.

(4) LOOKコマンドを用いてJICSTJデータベースの項目定義を表示する.項目名,別名が表示され

ている.井, &はそれぞれキーワード索引,項目値索引が作られている項目名を示す.

LOOKコマンドを用いて項目名TI ,KWの説明を表示する.

FINDコマンドを用いてキーワードにジンコウチノウをもつ文献を求めている.

1 : 2065　DOCUMENT(S) FOUND

これはジンコウチノウをキーワードとする文献が2065件見つかり,この文献集合に集合番号1

が与えられていることを示している. AIRでは検索した集合に対して1から順に集合番号が割り当

てられる.

(7) ANDコマンドを用いて直前の検索集合とパターンニンシキをキーワードとして持つ文献集合との

積集合を求めている.この他,集合演算のために, NOT(差集合), OR(和集合)の二つがある.

FrNDコマンドを用いて著者名がIIJIMA?のものを検索している.ここでFはFINDの省略形

で各コマンド,およびコマンドのオペランドは他のものと区別できる範囲で省略できる. T=だし,

AIR, ENDコマンドは省略できない. ?は著者名のつづりを正確に知らないときなどに指定する.

このコマンド入力により,システムはrurMA付近の著者名を一覧表示するので,この中より適当

なものを選び指定する.ここでは3を指定し著者名がイイジマ　ジュンイチのものを検索している.

一覧表示の中のものを複数指定する場合は, 2,3,4のように指定する.この状態で一覧表示を継続

するか聞いてくるのでD, U, Eのいずれかを指定する. D, Uはそれぞれ一覧表示を下方向,上

方向に続けることを, Eは一覧表示をやめることを指示する.

(9) COMBINEコマンドを用い,文献集合2と3の積集合を求めている. COMBINEコマンドはすで

に求められている文献集合を用いて集合演算を行うコマンドで,演算子には, ★(積), +(和),

-(差)の三つがありオペランドに1*(3-4 )のような複雑な式も書くことができる.

DISPLAYコマンドで標準の編集出力(標馬,原文標題,著者名,所属機関名,雑誌,抄録文)

を行っている.

帥　FINDコマンドを用いてJOUHOUKENSAKUの近くの索引語を表示している.

FINDコマンドを用いて標題にJOUHOUKENSAKU*をもつ文献を求めている.羊は任意の文

字列である・この場合ジョウホウケンサク,ジョウホウケンサクカンリ,ジョウホウケンサクシス

テム・ジョウホウケンサクヨウセンモンカシステムが該当する.また,この例では検索を標題に限
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解　　　　　説

定するためにVTI'を付加している.

的　KEEPコマンドを用いて集合番号5にIRという名前をつけている.

FINDコマンドを用いてデータベースをキーワードとしてもつ文献を求めている.

89　KEEPコマンドを用いて集合番号6にDBという名前をつけている.

0ゆ　TRACEコマンドを用いて文献集合をトレースしている.文献集合を作り出したコマンド,該当

文献数,集合名が表示される.

尽7) COMBINEコマンドを用いて文献集合IRと文献集合DBとの積集合を求めている.

個　DISPLAYコマンドを用いて標準の編集出力を行っている. AIRでは標準的には複数の文献はl

件ずつ表示され, 1件分の表示が終わると'+'が表示される.さらに続けて表示するにはRETURN

キーを押せばよい.空白以外の任意の文字を入力した場合はDISPI-AYの処理は終了する.

DISPLAYコマンドを用いてMINを指定した編集出力(標題,原文標題,著者名,所属機関名,

雑誌)を行っている.

田　DISPLAYコマンドを房いて全項目(ALL指定)の出力を行っている.

DISPLAYコマンドを用いて著者名と標題を出力している. MODE(NOBREAK)を指定し文献

を連続して出力させている.

但2) DISPLAYコマンドを用いて標準の編集出力をラインプリンタに出力させている.

ENDコマンドを用いてAIRの処理を終了する.

TSSセションを終了する.

4.おわりに

今回追加したAIRの日本語処理機能は, FAIRS-Iのものとさほど違わない.しかし, AIRは九

大センターで開発したものであるから, FAIRS-Iと異なり,機能の強化・改善を自由に行える.今

後日本語文献検索の研究を進め,また広く利用者の意見を取り入れて,機能の強化・改善に努めたい.

閤EJETiJ

1.二村,平野,入江,高木,鬼塚,古城,松尾　FAIRS-I/<JEFによるJICST科学技術文献フ

ァイル(情報工学)の検索,九大大型計算機センター広報, 15, 1, 1982, 13-20.

2.二村,篠原,松尾　情報検索システムAfRによるINSPECの検索,同上, 17, 1, 1984, 1-

22.

3.入江,永井,篠原,松尾　JOIS型漢字端末エミュレータの作成について,同上, 18, 3, 1985,

222-224.

4.石原　ローマ字-カナ変換用サブプログラムRKHKNについて,同上, 12, 1, 1979, 20-28.

九州大学大型計算機センター広報
Vol.18 No. 3 1985

-144-


	p137
	p138
	p139
	p140
	p141
	p142
	p143
	p144

